




























    「図們江-羅津ルート開発の新しい可能性について」 







開会挨拶    山本裕美(京都大学経済学研究科上海センター長) 




    スサバンディット・インシシェンメイ(ラオス計画投資委員会国家経済調査研究所) 
「ベトナムの経済改革と比べたラオス改革の特徴について」(14:20-14:40) 
    ヌゲン・ノグトアン(ベトナム国立政治アカデミー専任講師) 
 討論(14:40-15:15) 
  休憩 
第Ⅱ部 キューバと中国 
「キューバにおける経済改革の特徴について」(15:30-16:30) 
    新藤通弘(アジア・アフリカ研究所・研究員) 
「中国の経済改革と比べたキューバ改革の特徴について」(16:30-16:50) 











































































たのである。今回の京大見学を通して、この大学から 5 名のノーベル賞受賞者、2 名のフィ
ールズ賞受賞者が出たことがわかった。これだけで、知識人である限り、京都大学の位置
付けがわかるだろう。総合博物館の学術レベルと先端的な設備に深く感銘させられるのに
対して、歴史展覧室においてマルクス経済学者の河上肇が極めて高い位置に置かれている
ことは思いがけなかった。経済学部の図書室へ行ったとき、珍しい書籍、豊富な資料と先
端的な設備を見た。法経綜合研究棟を訪ねたとき、全ての教授が各自のうらやむべき研究
室を持っているとわかった。これに対して、全ての行政人員はただひとつの大きな部屋で
業務を行っている。しかし、効率が極めて高い。 
大西教授の案内で校外見学へもいった。ある日、有名な同志社大学を見学したとき、大
西教授と中国改革開放の話題をめぐって話し合った。話が盛り上がってくると、直ぐに休
憩室を探し、携帯電子辞書を取り出して、時間を忘れ議論した。 
私は清風会館に泊まった。会館は京都大学キャンパスの近くにある三階建ての建物であ
り、清潔で簡約なスタイルを持っている。窓から眺めると、一つの大きな庭園が目に入っ
た。意外なのは、このホテルが計画経済の管理パターンの下で経営されていることである。
このホテルに泊まれるのは京大に来て学術交流を行う人のみである。宿泊の日数と日付は
事前に申込みを行い、許可を得なければならない。大西広教授から私の宿泊書類を頂いた
ときに、ちょっと時代錯誤ではないかというような気がした。資本主義の日本ではなく、
社会主義の中国の 70 年代に戻ったように感じたのである。ホテルの管理員はただ一人の年
輩の人であるが、効率が驚くほど高い。到着した当日は泊まっていた人は少なくなかった。
その後の数日は数人しか泊まっていなかった。このホテルは対外にオープンしていないだ
けではなく、お客様の多少をまったく気にしないそうだ。 
京都は日本の古都であり、１７の世界自然文化遺産を持っている。その後の数日間に、
一人で京都の自然風景と歴史文化名所を遊覧した。京都における十ヶ所以上の有名な寺を
参観した。中国から伝えられた日本の仏教文化がこのようによく保護され、発揚されてい
ることに深い印象が残った。続いて、歴史文化の名所である古都奈良、大都市大阪、華僑
の集積地としての神戸等にも行った。日本人民の高い素質、日本人の中国に対する真摯な
友情、社会管理と環境管理の経験、先進的な文化を吸収すると同時によく伝統文化を保つ
やり方などを深く印象づけられた旅であった。 
(本稿は昨年三月に上海センター等の主催するシンポジウムに参加されたアモイ大学人文学
院教授張小金が所属大学の新聞に書かれた紀行文です。先方から送られて来ましたので、
翻訳し転載しました。なお一部差し障りのある部分は削除してあります。事務局) 
 
